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論  文  名 現代社会における死と向き合う高齢者：「ポックリ信仰」に関する考察 
 本論文は、70 年代以降の日本で、主として高年齢層を担い手として活況をみせている「ポックリ
信仰」について、その構造、展開、諸相などに注目しながら背景にある社会的変化と宗教観・死生観
に迫ろうとする研究である。 
 序章では、超高齢多死社会とそこに生きる高齢者の現状について統計資料等を利用して概観した
のち、本論文の課題として、現代におけるポックリ信仰の隆盛の意味をこれらの社会背景を念頭に追
求していくことが宣言される。 
 Ⅰ「高齢者の盛り場－巣鴨とげぬき地蔵通り」では「とげぬき地蔵尊」として知られる巣鴨高岩寺
および地蔵通り商店街における高齢者たちの参詣行動の実態を明らかにしつつ、「赤パンツ」などの
事例を通し介護とりわけ「シモの世話」の問題が高齢者たちの不安や悩みの中で大きな比重を占めて
いる様が描き出される。 
 それを受けてⅡ「死と向き合う高齢者－ポックリ信仰」ではポックリ信仰について多面的な検討が
行われることになる。まず第二章「ポックリ信仰の諸相」においては、ポックリ信仰が盛んな全国７
１ヶ寺の事例についてその宗派、信仰対象、縁起、祈り方などのデータを収集し比較考察が行われ
る。その結果、地域、宗派、信仰対象を超えて広がるポックリ信仰の実態と多様な信仰実践の姿が明
らかにされる一方、多様な現象の根底には健康で長生きし、他人のシモの世話にならず自然な死をむ
かえたいという高齢者たちの共通の願いを見出すことができることが指摘されている。 
 第三章「ポックリ信仰の流行－『恍惚の人』を一例に」では、ポックリ信仰が流行を始めた 70年
代に時期を同じくして現れた「老人介護文学」（上野千鶴子）の中に、当時の人々に老いをめぐる問
題がどのように意識されていたかを読み解いている。その結果、ライフスタイルや家族観が急速に変
化を遂げる中、それまで自明視されていた家族とりわけ嫁による介護が「迷惑」な生として理想的な
ポックリ死と対比して描かれていることが明らかになった。 
 第四章「ポックリ信仰のメッカ－吉田寺」は、現代ポックリ信仰の草分けともされる奈良県の清水
山吉田寺をとりあげている。吉田寺はもともと安楽往生のご利益で知られていたが、第三章で見たよ
うな 70年代の時代的趨勢の中、ポックリ死をかなえてくれる寺としてマスメディアで盛んに取り上
げられ、主に高齢女性の参詣者が殺到するポックリ死信仰の「聖地」になっていった。その一方で、
吉田寺への参詣が観光業者によってツアーに組み込まれることで観光商品化する傾向もみられるよ
うになり、吉田寺の「観光地化」も進んだとされる。 
 第五章「東北地方におけるポックリ信仰の展開―風立寺を一例に」では山形県の風立寺における絵
馬調査をもとにポックリ信仰の祈願内容の変化を明らかにしている。 
 本論文がこれまで本格的研究がなされていなかったポックリ信仰に焦点を当て、現代日本社会の
高齢者をめぐる諸問題へと鋭く迫っている点は高く評価でき、斯学の発展に大きく寄与するもので
ある。よって本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
